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〔論 文〕 
マネジメント・ダイナミックス 
─ Caspariの所説を中心として ─ 
 
 




















てきた手法のひとつが TOC  (Theory ofConstraints) 
－制約条件の理論－である。これはイスラエルの
物理学者である Eliyahu M. Goldrattによって提唱
されたものであり，1970年代に生産管理に応用す
るための生産スケジューリングのソフト「Optimized 




















































































































































































































代表的なものとしては，ROE (return on equity), 






4  マネジメント・ダイナミックス ─ Caspariの所説を中心として ─ 





























































































売上高 － 費用 ＝ 純利益 
である。ここで費用を売上高によって変化する費
用と期間費用に区分すると 
スループット(T) － 業務費用(OE) ＝ 純利益 
となる。いま，売上高を S，変動費を VE，業務費
用を OE，純利益を NPとすると 





































表 1.1 部品の製造プロセス 
工 程 時 間 
101 15 分 
102 25 分 
103 10 分 
104 5 分 










表 1.2 直接労務費・間接費の配賦率 
 原価要素 計 算 配賦率 
直接労務費  1 時間当たり＄18  1 分当たり ＄0.3000
製造間接費 年間労働時間 2,080時間 




  1 分当たり間接費； 
 90,000÷499,200 ＄1.8029
 合 計  ＄2.1029
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表 1.3 部品 1 個当たり標準原価 
原材料 費 ＄ 80 
直接労務費（55×＄0.30） ＄ 16.50 
製造間接費（55×＄1.8029） ＄ 99.16 



















表 1.4 提案後の部品生産プロセスの変化 
工 程 初期の加工時間 提案実施後の加工時間 
101 15 分 10 分 
102 25 分 27 分 
103 10 分 10 分 
104 5 分 5 分 











表 1.5 提案実施後の改定単位原価（シナリオ 1，2，4 ） 
原 材 料 ＄ 80.00 
直接労務費（52分×＄0.3000） ＄ 15.60 
製造間接費（52分×＄1.8029） ＄ 93.75 
単位当たり標準原価 ＄189.35 
 
表 1.6 標準原価の低減（シナリオ 1，2，4 ） 
初期の単位当たり標準原価 ＄195.66 
新しい単位当たり標準原価 ＄189.35 
単位当たり低減額 ＄  6.31 
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 * 22,085／5,000≒4.417 
この投資の回収期間はおよそ3ヶ月である** 




































































表 1.9  全体的測定値の変化 
全体的測定値 初年度 2 年目以後 
T 変化なし 変化なし 
I ＋＄5,000 〃 
OE  変化なし 〃 
キャッシュフロー －＄5,000 変化なし 
（＝T－I－OE ）   
 


































 * 31,500／5,000＝6.3 
この投資の回収期間はおよそ 2 ヶ月である** 
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表 1.13 全体的測定値の変化 
全体的測定値 初年度 次年度以降 
T －＄118,400 －＄118,400 
I ＋＄5,000 変化なし 
OE  変化なし 変化なし 
キャッシュフロー －＄123,400 －＄118,400 











れたらすべての工程の総時間は 3 分増加する。 
 
表 1.14 部品の加工時間 
工 程 当初の加工時間 提案実施後 
101 15 分 20 分 
102 25 分 23 分 
103 10 分 10 分 
104 5 分 5 分 










表 1.15 提案実行後の単位原価 
原材料  ＄ 80 
直接労務費 (58分×0.30000) ＄ 17.40 
製造間接費 (58分×1.8029) ＄104.57 
標準原価  ＄201.97 
 
表 1.16 標準原価の増加分 
当初の標準原価 ＄195.66 
新しい標準原価 201.97 
単位当たり増加分 ＄  6.31 



















































表 1.19 全体的測定値の変化 
全体的測定値 初年度 次年度以降 
T ＋＄138,880 ＋＄138,880 
I 5,000 変化なし 
OE  変化なし 変化なし 
キャッシュフロー ■＄133,880 ＋＄138,880 












は 5 分減少する。 
 
表 1.20 部品の製造工程の変化 
工 程 当初の加工時間 提案実施後 
101 15 分 10 分 
102 25 分 25 分 
103 10 分 12 分 
104 5 分 5 分 































表 1.22 分析で示された初年度の利得と損失 
 最小製品原価 全体的測定値 
シナリオ（1） ＄17,085 (＄  5,000) 
シナリオ（2） ＄26,500 (＄123,400) 
シナリオ（3） (＄36,500) ＄133,880 
シナリオ（4） ＄26,500 (＄  5,000) 





























表 2.1 加工総時間 
工 程 加 工 時 間 他作業の時間 
101 875時間 (3,500×15分／60） 1,205時間 
102 1,458時間 (3,500×25分／60) 622時間 
103 538時間 (3,500×10分／6) 1,542時間 
104 292時間 (3,500× 5分／60) 1,788時間 






















































































































タと比較すると工程101は 5 分，102は 2 分減り，合














































































































 1) Cf. Eliyahu M . Goldratt (1992, 1994, 1 97, 2000) 
の著書はつぎのような日本タイトルで翻訳されてい
る。 
・ Goldratt, Eliyahu M . & Jeff Cox, The Goal, 
second edition (1992), 三本木 亮訳「ザ・ゴール」
ダイヤモンド社, 2001年 
・ Goldratt, Eliyahu M ., It’s Not Luck (1994), 三
本木 亮訳「ザ・ゴール 2 －思考プロセス」ダイヤ
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モンド社, 2002年 
・ Goldratt, Eliyahu M, Critical Chain (1997), 三
本木 亮訳「クリティカル チェーン」ダイヤモ
ンド社, 2003年 
・ Goldratt, Eliyahu M., Eli Schragenheim & Carol 
A. Ptak, Necessary But Not Sufficient (2000), 三
本木 亮訳「チェンジ・ザ・ルール」ダイヤモン
ド社, 2002年 
  TOC の会計学における基本的な研究内容につい
てはつぎの論文を参照されたい。 
Cf.佐藤康男「制約条件の理論－管理会計的アプロ
ーチ」経営志林, 第41巻第 4 号 (2005) 
 2) Caspari, John A. & Pamela Caspari, Management 
Dynamics－ Merging Constraints Accounting o Drive 
Improvement, John Wiley & Sons, Inc., 2004 
  この本は著者名が二人になっているが, 実質的な
著者は John A. Caspariであろう。 







桃書房, 1995年, 63頁 















明会, 各種ミーティング, 工場見学, ホームページ
による環境会計報告書の開示などである。後者はこ




 6) Cf. Caspari, John A. & Pamela C spari (2004), 
pp.1-4 
 7) ゴールドラットは「金を儲ける」ということは, 純
利益, 投資収益率, キャッシュフローの三つを同時
に増やすことであるといっている。 











Cf.Goldratt, Eiyahu M . & Jeff Cox (1992), 同邦訳,
pp.96-97 
なお, 今日の TOC コミュニティーでは, 在庫／
投資という用語はつぎのような意味で多様に使用さ
れていると Caspariは述べている。 








Cf.Caspari, John A & Pamela C spari (2004), 
pp.100-101 
 9) Cf. Caspari, John A & Pamela Caspari (2004)
pp.4-19 
10) このデータは Caspariによって作成されたもので





12) ちなみに, 本稿の表1.22には示されていないが, 
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13) Caspari, John A. & Pamela Caspari (2004), p.16 
14) Ibid. p.18 
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